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「覚えやすく、学びやすい ソムリエ試験 

対策問題集 2020 年教本 対応版」 
 

 

書籍が 2019 年教本に準拠のため、 

2020 年教本に対応した部分をまとめました。 

 

 

国ごとの記載になっておりますが、その順番がバラバラでありますことをご了承く

ださい。 

（アメリカ、カナダ、アルゼンチン、チリ、ウルグアイ、オーストラリア、ニュージーランド、南アフリカ、 

日本、日本酒・焼酎、テイスティング、チーズ、ワインの購入・保管・熟成・販売、 

ソムリエの職責とサービス実技、オーストリア） 

 

 

※本テキストの内容は、㈲ワインクリンクスに帰属します。 

事前の承諾なく、複製・掲示などの行為を禁じます。 
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日本 

【56 ページ】 問 22 

問題：誤）国税庁が「北海道」を地理的表示として指定した年を 1 つ選べ。 

⇒正）国税庁が「北海道」を、ワイン産地として地理的表示指定した年を 1 つ選べ。 

 

【56/57 ページ】 問 25 

誤）生食用品種のナイアガラで 898t。 

⇒正）生食用品種のナイアガラで 1,002t。 

 

【64/65 ページ】 問 47 

誤）長野県の 57%を占める。 

⇒正）長野県の 61%を占める。 

 

【66/67 ページ】 問 57 

誤）約 77%、甲州が 3,426t で県全体の 49％、次いでマスカット・ベーリーA が 1,986t で県全体の 28.5％を占め、2 品種

の合計で約 77％となる。 

⇒正）約 75%、甲州が 3,796t で県全体の 50.6％、次いでマスカット・ベーリーA が 1,852t で県全体の 24.7％を占め、2 

品種の合計で 75％以上となる。 

 

【70/71 ページ】 問 71 

誤）118t の甲州が生産されている。 

⇒正）128t の甲州が生産されている。 

 

【70/71 ページ】 問 74 

誤）2016 年は東京都が 8.1ℓで全国 1 位。 

⇒正）2017 年は東京都が 8.6ℓで全国 1 位。 

 

南アフリカ 

【74/75 ページ】 問 7 

解説  2018 年として、 1 位 Cabernet Sauvignon（10,233ha）、2 位 Shiraz／Syrah（9,497ha）、3 位 Pinotage（6,791ha）、4

位 Merlot（5,411ha）の順 

 

アルゼンチン  

【104 ページ】 問 1  

問題不成立、本年度教本より内容削除される 

 

【104 ページ】 問 2 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 
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【104/105 ページ】 問 3 

解説）スペイン人宣教師が 1550 年代にペルーからブドウ樹を運び、植え付けたとされる。⇒ 削除 

 

【104 ページ】 問 4 

問題不成立、本年度教本より内容削除される 

 

【104/105 ページ】 問 5 

誤）2. 22～42 度 

⇒正）南緯 25 度のサルタから南緯 40 度のパタゴニアまで 

解説は削除 

 

【104 ページ】 問 6 

誤）太平洋からアンデス山脈を越えてアルゼンチンに吹く乾燥した暖かい風 

⇒正）太平洋の寒冷風がチリ側アンデスに雨を落として乾いて、アルゼンチン側に吹き下ろす強風 

 

【106 ページ】 問 7  

問題不成立、本年度教本より内容削除される 

 

【106 ページ】 問 8  

問題不成立、“Torrontes”だけの内容は、本年度教本より内容削除される 

 

【106 ページ】 問 9  

問題不成立、本年度教本より内容削除される 

 

【106 ページ】 問 10 

問題不成立、本年度教本より内容削除される 

 

【106/107 ページ】 問 11  

誤）Malbec ⇒ Bonarda ⇒ Cabernet Sauvignon 

⇒正）Malbec ⇒ Cereza ⇒ Bonarda  

解説はすべて削除 

 

【108 ページ】 問 12 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 

 

【108 ページ】 問 14 

問題：誤）アルゼンチンで最も北にある州を 1 つ選べ。  

⇒正）アルゼンチンで最も北にあるワイン産地である州を 1 つ選べ。  

 

【108 ページ】 問 15 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 
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【108 ページ】 問 16 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 

 

【110 ページ】 問 18 

問題：誤）Tunuyán、Tupungato、Riojano San Carlos の 3 県からなり、Mendoza 市の南西部に位置するサブリージョンを１

つ選べ。 

⇒正）Mendoza 市の南西部に位置し、Tunuyán、Tupungato、San Carlos の総称を何というか 1 つ選べ。 

 

【110 ページ】 問 19 

問題：誤）アルゼンチンワインの 80％を生産している州を 1 つ選べ。 

⇒正）アルゼンチンワインの 70％を生産している州を 1 つ選べ。 

解説は削除 

 

【110 ページ】 問 20 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 

 

【110 ページ】 問 21 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 

 

【110 ページ】 問 22 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 

 

オーストラリア 

【112/113 ページ】 問 3 

解説 すべて削除 

参照：〈歴史 18 世紀後半～第 2 次世界大戦まで〉⇒〈西オーストラリア州 歴史と成り立ち〉 

 

【112 ページ】 問 4 

問題不成立、本年度教本より内容削除・変更される 

 

【114/115 ページ】 問 10 

解説 2019 年として、1 位 Shiraz（418,364t）、2 位 Chardonnay（356,250t）、3 位 Cabernet Sauvignon（253,581t）の順番。 

 

【126/127 ページ】 問 45 

誤）Tasmania 州のブドウ生産構成は、Pinot Noir が 44％、Chardonnay が 23％。 

⇒正）Tasmania 州のブドウ生産構成は、Pinot Noir が 41.5％、Chardonnay が 27.8％。 
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オーストリア 

【130/131 ページ】 問 2 

誤）2. PIWI（対カビ性）品種として Cabernet Franc が認可されている 

⇒正）PIWI（対カビ性）品種の認可品種は 40 種。品種名またはヴィンテージ付き地理的表示なしワインについては、黒ブ

ドウとしては Cabernet Jura と Regent。 

 

【134/135 ページ】 問 12 

誤）3. Carnuntum 

⇒正）3. Carnuntum DAC 

 

カナダ 

【150/151 ページ】 問 2 

誤）3. 2015 年現在、カナダ全体で約 900 のワイナリーがある 

⇒正）2018 年現在、約 670 のワイナリーがある 

 

チリ 

【160/161 ページ】 問 12 

4. 蔗糖などを加えることができる ⇒ ワインはブドウ果汁の糖分だけで造らなければならない 

※スパークリングワインは、2 次発酵を促す時に蔗糖、ワイン、ブランデーなどのスピリッツを加えることができる。 

 

アメリカ 

【190/191 ページ】 問 1 

誤）3. アメリカにある約 12,300 軒のワイナリーのうち、約半分が California 州にある 

⇒正）3. アメリカにある約 13,500 軒のワイナリーのうち、約 40%が California 州にある 

 

【198 ページ】 問 24 

問題：誤）2017 年 12 月、Sonoma County において新たに認定された AVA を 1 つ選べ。  

⇒正）2018 年 1 月に新設された Sonoma County における新たな AVA を 1 つ選べ。 

 

【200 ページ】 問 28 

誤） 3. San Bernardino County 

⇒正） 4. San Bernardino County 

 

【202/203 ページ】 問 36 

問題：誤）3. ボーイング社やマイクロソフト社の本拠地があり、任天堂のアメリカ本社もある 

⇒正）マイクロソフト社の本拠地があり、任天堂のアメリカ本社もある 

解説 1. 900 を超える⇒2019 年現在 970 を超える 
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【206/207 ページ】 問 44 

誤）解説 3.  725 のワイナリー 

⇒正）2018 年現在 758 のワイナリー 

 

【208/209 ページ】 問 51 

誤）解説 3.  400 のワイナリー 

⇒正）2018 年現在 620 のワイナリー 

 

【210/211 ページ】 問 53 

誤）解説. ワイナリーの数は約 280 まで増加している 

⇒正）2018 年現在 400 のワイナリー 

 

【210/211 ページ】 問 55 

誤）解説 4.  280 のワイナリー 

⇒正）2018 年現在 400 のワイナリー 

 

ニュージーランド 

【314/315 ページ】 問 3 

正解 2. 72％ ⇒ 75.8% 

解説 2019 年、ブドウの収穫量は 41 万 3,000t であり、そのうちの 75.8％にあたる 30 万 2,157t を Sauvignon Blanc が占

める。 

 

【320/321 ページ】 問 21 

誤） 1. Hawke’s Bay（ホークス・ベイ） 

⇒ 正） 2. Hawke’s Bay（ホークス・ベイ） 

 

【320/321 ページ】 問 24 

誤）Marlborough は、同国全体のブドウ栽培面積の 67.7％を占める。 

⇒正） 69% 

 

ウルグアイ 

【360/361 ページ】 問 2 

誤）79%が赤ワインで 21%が白ワイン。 

⇒正） 78%が赤ワインで 22%が白ワイン。 

 

【362/363 ページ】 問 8 

誤）ブドウ樹は垣根仕立て（約 66%）が最も多いが、リラ仕立て（27%）がしばしば見られる。 

⇒正）ブドウ樹は垣根仕立て（約 67%）が最も多いが、リラ仕立て（26%）がしばしば見られる。 
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【362/363 ページ】 問 12 

誤）首都の Montevideo を擁する、ブドウ栽培面積 11.8%を占める産地。ブドウの割合は赤が 83%、白が 17%。 

⇒正）首都の Montevideo を擁する、ブドウ栽培面積 11.6%を占める産地。ブドウの割合は赤が 80%、白が 20%。 

 

ワインの購入・保管・熟成・販売 

【384/385 ページ】 問 18 

解説 2017 年度は 3.71ℓ、2016 年度は 3.58ℓ。 

 

日本酒・焼酎 

【390/391 ページ】 問 7 

「2019 年産 醸造用玄米の産地品種銘柄一覧」によれば、123 の品種が 45 の道府県で産地品種銘柄となっている。 

 

【392/393 ページ】 問 13 

誤）正解 1. 約 37,000t   ⇒ 正） 約 38,400t 

解説 全国検査総量 102,400t のうち、山田錦が約 38,400t（約 37.5％）を占める。なお、五百万石は約 20,600t、美山錦

は約 7,000t。 

 

【394/395 ページ】 問 17 

問題：誤）五百万石の総生産量の 46％余りを産する県を 1 つ選べ。 

⇒正）五百万石の主産地である県を 1 つ選べ。 

解説：誤）五百万石は総生産量の 46％余りを新潟県が産し、富山、福井と続く。 

⇒正）五百万石の主産地は新潟県で、福井、富山と続く。 

 

【394/395 ページ】 問 19 

解説  2017 年、全国検査総量 102,400t のうち、美山錦が約 7,000t を占める。なお、山田錦は約 38,400t、五百万石は

約 20,600t。 

 

【398/399 ページ】 問 33 

解説 平成 29 酒造年度、特定名称酒の製造数量の割合は 41.9％。 

 

 

 

 

 

 

 

 


